






要旨

生後 6ヵ月時に施行されている、大阪府の事業である神経芽細胞腫マススクリーニング用

の直接採尿検体を共用して、ムコ多糖症のマススクリーニングが可能かどうかの検討を行

うため、マイクロプレート法によるジメチルメチレンブルーを用いた尿中ムコ多糖の定量

を行った。昨年の手動法の結果と同様、尿中ムコ多糖は年齢依存性があり、加齢とともに

値もばらつきも減少した。操作法も簡便であり、短時間に多数の検体の処理も可能である

ことから、マイクロプレート法はムコ多糖症のマススクリーニングに有用であると考えら

れた。


